
 

 

 

各      位

 このたび、平成

諸表に誤りがあることが判明し

算の訂正作業を進めてまいりました。

本日、平成

取引所に提出いたしましたので

及び訂正を行った過年度決算短信等については、

 株主、投資家の皆さまをはじめとする関係者の皆様には、多大なご迷惑とご心配をおかけしますこ

とを深くお詫び申し上げます。
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２． 誤謬の訂正による影響額について 

当該誤謬に関し現在認識している売掛債権に関する訂正の影響額は以下のとおりです。 

 

 

また上記売掛債権の訂正及びその他当該訂正に関連し必要となるその他訂正による連結財務諸表

の売上高、営業利益、経常利益、当期純利益、総資産及び純資産への影響額は、以下のとおりです。 

（単位：百万円） 

期 間 項 目 訂 正 前 影 響 額 訂 正 後 

第 17 期 

（平成 23 年３月期） 

通期 

売上高 46,912  △ 21  46,890  

営業利益 1,368  △ 31  1,337  

経常利益 1,509  △ 31  1,478  

当期純利益 737  △ 31  706  

総資産 19,728  △ 31  19,697  

純資産 9,533  △ 31  9,502  

第 18 期 

（平成 24 年３月期） 

通期 

売上高 49,693  △ 70  49,622  

営業利益 553  △ 68  485  

経常利益 717  △ 68  648  

当期純利益 280  △ 68  212  

総資産 23,238  △ 99  23,138  

純資産 9,563  △ 99  9,464  

第 19 期 

（平成 25 年３月期） 

通期 

売上高 51,353  9  51,363  

営業利益 876  △ 4  871  

経常利益 933  △ 4  928  

当期純利益 445  △ 2  443  

総資産 22,933  △ 101  22,832  

純資産 9,774  △ 102  9,672  

第 20 期 

（平成 26 年３月期） 

通期 

売上高 53,816  △ 47  53,768  

営業利益 2,310  △ 62  2,247  

経常利益 2,411  △ 62  2,348  

当期純利益 1,554  △ 88  1,466  

総資産 27,138  △ 190  26,948  

純資産 13,464  △ 190  13,273  

第 21 期 

（平成 27 年３月期） 

通期 

売上高 51,285  △ 29  51,256  

営業利益 3,089  △ 43  3,045  

経常利益 3,205  △ 43  3,161  

当期純利益 1,941  17  1,959  

総資産 29,257  △ 173  29,083  

純資産 15,181  △ 173  15,007  

第 22 期 

（平成 28 年３月期） 

通期 

売上高 51,784  △ 27  51,756  

営業利益 4,314  △ 200  4,114  

経常利益 4,366  △ 200  4,166  

当期純利益 2,867  △ 140  2,726  

総資産 35,275  △ 272  35,002  

純資産 21,656  △ 313  21,342  

     

（単位：百万円）
第17期

（平成23年3月期）

通期

第18期

（平成24年3月期）

通期

第19期

（平成25年3月期）

通期

第20期

（平成26年3月期）

通期

第21期

（平成27年3月期）

通期

第22期

（平成28年3月期）

通期

第23期

（平成29年3月期）

第1四半期

第23期

（平成29年3月期）

第2四半期

第23期

（平成29年3月期）

第3四半期

訂正前売掛金 2,532 3,619 4,098 6,939 9,906 13,734 14,243 13,884 12,867 

訂正額 △ 31 △ 113 △ 114 △ 197 △ 292 △ 451 △ 524 △ 589 △ 383 

訂正後売掛金 2,501 3,506 3,983 6,742 9,614 13,282 13,718 13,294 12,484 
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期 間 項 目 訂 正 前 影 響 額 訂 正 後 

第 23 期 

（平成 29 年３月期） 

第 1四半期 

連結累計期間 

売上高 12,598  △ 16  12,581  

営業利益 1,434  △ 89  1,344  

経常利益 1,465  △ 89  1,376  

当期純利益 990  △ 89  901  

総資産 34,559  △ 348  34,210  

純資産 22,376  △ 403  21,973  

第 23 期 

（平成 29 年３月期） 

第 2四半期 

連結累計期間 

売上高 23,847  △ 24  23,823  

営業利益 2,300  △ 163  2,136  

経常利益 2,357  △ 163  2,194  

四半期純利益 1,569  △ 163  1,405  

総資産 35,228  △ 421  34,807  

純資産 22,961  △ 477  22,484  

第 23 期 

（平成 29 年３月期） 

第 3四半期 

連結累計期間 

売上高 34,796  94  34,891  

営業利益 2,682  33  2,716  

経常利益 2,759  33  2,792  

当期純利益 1,811  33  1,844  

総資産 35,045  △ 214  34,831  

純資産 22,878  △ 280  22,597  

 

なお、上記の訂正による連結財務諸表への影響額も含め過年度の決算数値は現時点において監査

中であり、監査を経た有価証券報告書等の訂正報告書の提出は平成 29 年５月中を予定しております。

従いまして、本日公表いたしました平成 29 年３月期の決算短信及び過年度の連結財務諸表への影響

額は、現時点において把握している情報によるものであり、訂正報告書の提出の時点において、金額

が修正となる可能性があります。 

 

３． 今後について 

以下の過年度の有価証券報告書及び四半期報告書の訂正報告書並びに過年度の決算短信及び四半

期決算短信の提出を、平成 29 年５月中を目途に実施する予定としております。 

 

有価証券報告書 

 第18期 （自 平成23年4月1日 至 平成24年3月31日） 

 第19期 （自 平成24年4月1日 至 平成25年3月31日） 

 第20期 （自 平成25年4月1日 至 平成26年3月31日） 

第21期 （自 平成26年4月1日 至 平成27年3月31日） 

 第22期 （自 平成27年4月1日 至 平成28年3月31日） 

 

四半期報告書 

第21期 第１四半期 （自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

第21期 第２四半期 （自 平成26年７月１日 至 平成26年9月30日） 

第21期 第３四半期 （自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日） 

第22期 第１四半期 （自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

第22期 第２四半期 （自 平成27年７月１日 至 平成27年9月30日） 

第22期 第３四半期 （自 平成27年10月１日 至 平成27年12月31日） 

第23期 第１四半期 （自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

第23期 第２四半期 （自 平成28年７月１日 至 平成28年９月30日） 

第23期 第３四半期 （自 平成28年10月１日 至 平成28年12月31日） 



 

4 

 

 

決算短信及び四半期決算短信 

平成24年３月期 決算短信 [日本基準] (連結) 

平成25年３月期 決算短信 [日本基準] (連結) 

平成26年３月期 決算短信 [日本基準] (連結) 

平成27年３月期 第１四半期決算短信 [日本基準] (連結) 

平成27年３月期 第２四半期決算短信 [日本基準] (連結) 

平成27年３月期 第３四半期決算短信 [日本基準] (連結) 

平成27年３月期 決算短信 [日本基準] (連結) 

平成28年３月期 第１四半期決算短信 [日本基準] (連結) 

平成28年３月期 第２四半期決算短信 [日本基準] (連結) 

平成28年３月期 第３四半期決算短信 [日本基準] (連結) 

平成28年３月期 決算短信 [日本基準] (連結) 

平成29年３月期 第１四半期決算短信 [日本基準] (連結) 

平成29年３月期 第２四半期決算短信 [日本基準] (連結) 

平成29年３月期 第３四半期決算短信 [日本基準] (連結) 

 

以 上 

 


